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ホタテガイ及びホッキガイに含まれるベリリウムー7について
Beryllium－7　Contained　in　Scallop　and　Surf　Clam
福田　一義 佐藤千鶴子 横山　裕之 青柳　直樹
Kazuyoshi　FuKuDA，　Chizuko　SATo，　Hiroyuki　YoKoYAMA　and　Naoki　AoYANAGI
We　investigated　the　contents　of　radionuclides（Be－7，　K－40，　Cs－137　and　Sr－90）and　stable　elemellts
（Be，　K　and　Ca）in　scallop　and　surf　clarn　from　fiscal　year　2000　to　2004．
　The　following　results　were　obtained：
1．The　contents　of　Be－7　and　Be　in　the　raw　stripped　shellfish　of　scallop　were　1．3～4．O　Bq／kg　and
　O32～0．63μg－Be／kg，　respectively．　The　ratio　of　Be－7／Be　was　4．2～9．8　Bq／μg－Be　in　them．
2．The　contents　of　Be－7　and　Be　in　the　raw　stripped　shellfish　of　surf　clam　were　O．5～1．3　Bq／kg　and
　2．0～6．3μg－Be／kg，　respectively．　The　ratio　of　Be－7／Be　was　O．2～0．3　Bq／μg－Be　in　them．
3，Under　the　condition　of　2．5×10－4μg／L　as　Be　content　in　sea　water，　the　concentrated　coefficients
　for　scallop　and　surf　clam　were　calculated（1．3～2．5）×103　and（0．8～2．5）×104，　respectively．
4．Cs－137　was　detected　ill　the　internal　organs　and　th6　muscles　of　surf　clam．　Sr－90　was　not　detected
　in　scallop　and　surf　clarn．
5．About　Be－7　and　Be　per　a　piece　of　stripped　shellfish，　Be－71evel　in　scallop　was　higher　than　that
　in　surf　clam．　However，　Be　Ievel　in　surf　clam　was　higher　than　that　in　scallop．
Key　words：Be（ベリリウム）；Be－7（ベリリウムー7）；concentrated　coefficient（濃縮係数）；scallop
　　　　　（ホタテガイ）；surf　clam（ホッキガイ）
目 的，
　対流圏の上層部において宇宙線と大気中の酸素や窒素と
の反応によって生成するベリリウムー7（Be－7；半減期
53．6日）は，降下物として地表面や海面に供給され，樹
木の葉や牧草のほかにもホタテガイ，ホッキガイ，イガイ，
アワビ等の貝類から検：出されるD．Be及びその化合物は
毒性を有し皮膚炎や気管支炎等の健康影響を起こすことが
知られているが，貝類における含有量や化学形態は判って
いない．ホタテガイ及びホッキガイを対象に，Be－7及び
Beの取り込み部位とその量，濃縮係数，季節変動につい
て検討を行ったので報告する．
方 法
1．試料の採取及び前処理
　平成12年（2000年）度から平成16年（2004年）度ま
でに，厚田郡厚田村において石狩湾産のホッキガイ（浅海
底砂に生息する天然もの），茅部郡森町において噴火湾産
のホタテガイ（海中に耳吊りされた養殖もの）を採取し，
各5部位にわけて灰化処理し，自然放射性核種（Be－7，
カリウムー40（K－40））及び人工放射性核種（セシウムー
137（Cs－137），ストロンチウムー90（Sr－90））を分析した．
あわせて関連する元素分析（Be，　K，カルシウム（Ca））
を実施した．
　ホッキガイは漁期の7月末に採取し，貝柱（閉殻筋），
筋肉と足，ヒモ（外套膜など），内臓，貝殻の5部位に分
別した．ホタテガイは年に1～4回採取し，貝柱（閉殻
筋），ヒモ（外套膜など）とえら，生殖腺，ウロ（中腸
腺），貝殻の5部位に分別した．また，貝1個当たりの平
均的な部位別の生重量を記録した．なお，部位の名称は通
称名を用いた．
2．分析法及び使用機器
　BeとCaは原子吸光分光光度計，ガンマ線放出核種の
Be－7，　K－40，　Cs－137はゲルマニウム半導体検出装置，
Sr－90は化学的な分離操作によって娘核種のイットリウ
ムー90（Y－90）を単離して低バックグラウンド放射能測定
装置を用いて分析した．Kはガンマ線核種分析によって
得られるK－40量を基に算出した．Kには自然存在比
0．0118％のK－40が含まれているので，31BqのK－40は1
gのKに相当する．
　使用した機器は次のとおりである．
（1）ガンマ線放出核種分析
　検出器：ORTEC　ゲルマニウム半導体検出器（Co－60
　　　　　の1，33MeVに対する相対効率及び分解能；
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　　　　　25％，L7keV）
　多重波高分析器：セイコーEG＆Gモデル7700
　解析用プログラム：セイコーEG＆G環境ガンマ線核
　　　　　種分析システム（平成2年度版）
　しゃへい体：東京しゃへいLBV－1－3（鉛100　mm，
　　　　　カドミウム2mm，銅5mm，アクリル5mm）
（2）Sr－90の放射化学分析
　2π一ガスフロー型低バックグラウンド放射能自動測定装
　　　　　置：アロカLBG471－Q
（3）Be，　Caの元素分析
　原子吸光分光光度計：Varian　Spectr　AA220
結果及び考察
1．むき身及び部位別のBeとBe－7含有量
　むき身（ホッキガイでは内臓，ホタテガイではウロを除
く）及び部位別のBeとBe－7含有量を表1に示す．あわ
せてKとCa含有量を示す．
　ホッキガイについて，むき身のBeとBe－7含有量は
2．0～6．3μg／kg生，0．5～L3Bq／kg生であり，その比の
値は0．2～0．3Bq／μg－Beのレベルであった．部位別では，
内臓のBeとBe－7含有量が他の部位と比較して高いが，
その比の値はむき身と同レベルであった．
　ホタテガイについて，むき身のBeとBe－7含有量は
0．32～0．63μg／kg生，1．3～4．OBq／kg生であり，その比
の値は4．2～9．8Bq／μg－Beのレベルであった．部位別で
は，ウロと生殖腺のBeとBe－7含有量が他の部位と比較
して高いが，その比の値はむき身と同レベルであった．
　Be－7含有量はホッキガイよりもホタテガイの方で，　Be
含有量は逆にホタテガイよりもホッキガイの方で高いレベ
ルで推移した．なお，むき身のBe－7含有量は灰化処理を
経ずに生のまま所定の測定用容器（2L容量）に詰めて計
測可能なレベルである．
　CsとKあるいはSrとCaは，それぞれ周期律表で同
じグループに属しており，生体においてほぼ類似した挙動
をとり，CsとKは全身に分布し，　SrとCaは骨に集まる
ことが知られている．ホッキガイ及びホタテガイのむき身
のKとCa含有量（g／kg生）は2．0～3．1，0．1～0．6で
あり，採取した海域，餌となるプランクトンの種類，生息
状況などが異なるにもかかわらず，ホッキガイとホタテガ
イは同程度のレベルであった．また，部位別のKとCa
含有量も貝殻を除くとむき身と同レベルであって大きな差
は認められない．KとCaは生体にとって必須元素であり，
部位による差は小さいものと考えられる．
　一方，Cs－137（Bq／kg生）については，ホタテガイの
どの部位からも検出されなかったが，ホッキガイから検出
されることがあり，むき身ではND～0．04，筋肉と足では
ND～0．04，ヒモではND～0．04，内臓ではND～0．17の
レベルであった．Sr－90については，ホッキガイ及びホタ
テガイのどの部位からも検出されなかった．なお，検出下
限値（Bq／kg生）は，　Cs－137とSr－90で0．01，Be－7で
0ユであった．
2．Beの濃縮係数
　海水のBe及びBe－7濃度は極めて低いレベルであって，
近隣をも含めた海域におけるそれらの測定値は得られてい
ない．そこで，海水のBe濃度として2．5×10－4μg／Lを
適用し2），ホッキガイ及びホタテガイのむき身のBe含有
量（μg／kg生）として2．0～6．3，0．32～0．63を用いて，
Beの濃縮係数を算出すると，ホッキガイでは（0．8～
2。5）×104，ホタテガイでは（1．3～2．5）×103であった．
3．貝1個当たりの部位別のBeとBe－7含有量
　ホッキガイ及びホタテガイについて，貝1個当たりの部
位別の生重量及びBeとBe－7含有量の推移を，それぞれ
図1，図2に示す．ホタテガイでは季節変動及び3年貝と
2年立の違いをあわせて示す．
　BeとBe－7の大部分はホッキガイでは生重量のほぼ半
分を占める筋肉と足の部位に，ついでヒモ，内臓，貝柱の
表1ホッキガイ及びホタテガイのむき身及び部位別のBe，　Be－7，　K，　Ca含有量
　Beμ9／kg生 　K9／kg生 　Ca9／kg生 　Be－7Bq／kg生 Bq／μ9－Be
　　むき身2．0～6，3（4．1）2．0～2．8（2．6）
ホ貝　柱1．5～2．6（2．1）1．6～2．6（2，2）
ツ筋肉と足1．7～3．！（2．6）1．8～3．1（2．7）
秀・モ2．9～6．3（5．2）・．7～2．2（・．8）
イ内臓8．8～21（14）　2．3～2．7（2．6）
　　貝殻　2．2　　0．17
0．1　～0．5（0．31）　　0．5～1．3（1．0）
0．1～0．4（0．25）　0．7～　1．5（1．0）
0 1～0．2（0．16）　0，3～1，1（0．7）
0．2～0．4（0．35）　0．3～1．3（0．8）
0．2～0．5（0、38）　1．2～4．3（2．6）
　　　345　　　　　　　ND
0．2～　0．3（0．25）
0．3～　0．9（0．49）
0．1～0．7（0．30）
0．1～　0．3（0．15）
0．1～0．3（0．22）
　　むき身
ホ　貝　　柱
を　ヒ　モ
男生殖腺
イ　ウ　　ロ
　　貝　　殻
0．3～0，6（0．45）
0．1～0．5（0．24）
0．2～1．0（0．57）
0．6～1．8（1．2）
0．5～2．4（1．2）
　　2．7
2．5～3．1（2．9）
3．5～4．2（3．8）
2．0～2．6（2．2）
2．0～4．2（2．8）
1．5～3．1（2．5）
　　0．25
0．2　～0．6（0．29）
0．05～0．2（0．14）
0．4～1．0（0．58）
0．2　～0．8（0．35）
0．2　～0．8（0．45）
　　　287
1．3～4．0（3．2）
0．3～　2．1（1．1）
1．3～　5，6（2．9）
2．1～21　　（8．4）
2．7～15　　（7．1）
　　ND
4．2～9．8（7．1）
1．2～10　　（5．1）
1．8～13　　（5．7）
！．6～18　　（6．8）
1．8～15　　（7．2）
（）内の数値は算術平均値　　ND；検出下限値（0．1Bq／kg）以下
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順に含まれていることがわかる．ホタテガイではヒモとえ
ら，生殖腺及びウロの部位にほぼ同程度，ついで貝柱の順
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図1ホッキガイ1個当たりの部位別の生重量（左側；g），
　　　Be（中央；ng）及びBe－7（右側；mBq）含有量の推移
に含まれていることがわかる．
　当所の屋上において採取している月間降下物の調査によ
れぽ，Be－7降下量は月や年によって大きく変動しており，
秋季（9～11月）の顕著なピークとまれに春先のピークが
認められている3）．ホッキガイはいずれも7月末に採取し
たものであるが，そのBe－7含有量は年によって数倍の差
が認められる．ホタテガイの旬の時期は産卵期前といわれ
ており，生殖腺の大きさは8月目最も小さく，2月から5
月目かけて成長している．図2に示すBe－7含有量の変動
はこの周期とほぼ一致するものであり，Be－7降下量の変
動との関連は薄いものと思われる．
　貝1個当たりの部位別の生重量及びBeとBe－7含有量
をまとめて表2に示す．貝殻を除く部位の合計を可食部と
し，可食部に占める割合（％）を括弧に示す．
　ヒトがこれらの貝を摂取しても，BeとBe－7含有量は
健康影響が問題視されるようなレベルを充分に下回ってい
た．ただし，ホッキガイの内臓及びホタテガイのウロの部
位はその占める重量は小さいものの，Be－7及びBe含有
量は40％近くにまで達することがあった．
　貝1個当たりのBe－7含有量はホッキガイよりもホタテ
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図2ホタテガイ1個当たりの部位別の生重量（左側；g），Be（中央；ng）及びBe－7（右側
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表2貝1個当たりの部位別の生重量及びBeとBe－7含有量
生重量
9／個
Be
ng／個
Be－7
mBq／個
ホ
ッ
キ
ガ
イ
貝　　柱
筋肉と足
ヒ　　　モ
内　　臓
可食部
貝　　殻
5．2～9．0（10～12％）
22．1～42．3（46～64％）
9．2～17．9（18～33％）
3．9～5．0（7～10％）
　　　48～72
　　　91～144
9～　16（　5～　6％）
39～111（22～49％）
47～112（20～48％）
44～　95（20～35％）
　　176～273
　　　209
5～　8（　9～19％）
13～25（35～51％）
4～21（12～31％）
5～19（11～35％）
　　35～70
　　　ND
ホ
を
ア
ガ
イ
貝　　柱
ヒ　　　モ
生殖腺
ウ　　ロ
可食部
貝　　殻
5．5～36．2（31～52％）
4．6～30．7（24～39％）
0．6～28．4（3～34％）
1，5～　9．4（　9～15％）
　　12～98
　　22～ユ46
1～　ユ0（10～46％）
1～　29（26～45％）
1～　27（10～43％）
3～　22（12～38％）
　　7～87
　　　241
9～42（　7～25％）
15～83（24～46％）
8～88（11～35％）
12～93（16～39％）
　　64～248
　　　ND
ND；検出下限値（1　mBq／個）以下
ガイの方で，Be含有量はホタテガイよりもホッキガイの
方で高いことが認められた．
要 約
　平成12年度から16年度までに，ホタテガイ及びホッキ
ガイを対象として，放射性核種：（Be－7，　K－40，　Cs－137，
Sr－90）及び安定元素（Be，　K，　Ca）含有量に関する調査
を実施し，次の結果が得られた．
1．ホッキガイについて，むき身のBe－7とBe含有量は
　0．5～1．3Bq／kg生，2．0～6．3μg／kg生であり，その比
　の値は0．2～0．3Bq／μg－Beのレベルであった．
2．ホタテガイについて，むき身のBe－7とBe含有量は
　1．3～4．OBq／kg生，0．32～0．63μg／kg生であり，その
　比の値は4．2～9．8Bq／μg－Beのレベルであった．
3．海水中のBe濃度として2．5×10－4μg／Lを適用して
　濃縮係数を算出すると，ホッキガイでは（0．8～2．5）×
　104，ホタテガイでは（1．3～2．5）×103であった．
4．Cs－137はホタテガイのどの部位からも検出されな
かったのに対してホッキガイの内臓等から検出されるこ
　とがあった．一方，Sr－90はホタテガイ及びホッキガイ
のどの部位からも検出されなかった．
5．貝1個当たりのBe－7含有量はホッキガイよりもホタ
テガイの方で，Be含有量はホタテガイよりもホッキガ
イの方で高いことが認められた．
　稿を終えるにあたって，調査にご理解とご協力を賜った
関係各位に対して深謝いたします．
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